
売上高100億円実現の目標と課題

売上高100億円実現に向けた具体的措置

実現目標 課題

目指す成⾧手段 実施体制

企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

・世界シェアトップ部品商品群により、売上+24億円
(ワイパー関連、エアバッグ関連など)

以下の取組により、売上高100億円(2037年)を目指す

・次世代モビリティ関連でのコア技術を活かした顧客との共同
開発により売上+22億円

・自社開発DXシステムの外販により、売上+5億円
・検査装置事業のSIer化により、売上+5億円

・増産を実現するための拠点確保、シェア拡大・賃上げのための
売上付加価値比率の10~15%向上

・冷間鍛造技術の深化、エビデンスにもとづく設計提案を実現
するための試験・評価能力の獲得

・自社開発DXシステムへのAIの導入、社内体制の確立
・SIer初期顧客の絞り込み、設備化する装置のモジュール化

世界シェア15%のワイパー関連部品
を含む当社部品

〇本社所在地:広島県呉市
〇事業概要:自動車を中心とした金属、

樹脂精密小物部品の製造・販売
〇常時使用する従業員:162名

（2024年4月期 )
〇現在の売上高: 48億円 (2024年4月期)
○法人番号:1240001026011
○Web:https://sigma-k.co.jp

代表取締役社⾧
浜先 克範

人と技術の無限大 –人に思いを入れ、技術に未来の夢を託し、
製造業のあり方に一石を投じる、未来のものづくりを追求

ものづくりの中心は、シリコンバレーでも東京でもありません。
日本の製造業が世界に誇る強みも、乗り越えなければならない課題も、すべては「現場」にあります。
子ども・孫の世代にも、ものづくりで元気な日本でありつづけるため、
シグマは、ロボット・IoT・AIといった最先端の技術を活用し、【未来のものづくり】を追求しています。

シグマ株式会社（自動車部分品・付属品製造業）

新拠点の立ち上げ (プロジェクト名: FACTORY X 100)
売上+20~50億円を可能とする、AI・IoT・ロボット技術を
取り入れた新拠点「阿賀工場」の整備
・増産に向けた現行本社の2.3倍の敷地の整備
・高効率一貫生産設備による付加価値比率の向上
・多段大型鍛造設備等による材料歩留まり・生産効率の向上
・基幹システム更新・製造業向けAI搭載システムの開発
・製品評価試験室の設立

・営業開発プロジェクト (営業部⾧)
・阿賀工場整備プロジェクト (生産技術部⾧ → メタル事業部⾧)

・SIer推進プロジェクト (ANALYZER㈱ 営業推進GM) [検討中]
・AI導入プロジェクト (デジタル推進部⾧)

経営直下のプロジェクト体制を構築し、週次・月次の会議体を
設立して推進



会社概要

シグマ株式会社（自動車部分品・付属品製造業）
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